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旭岳DEケースストーリーの位置づけ

利⽤者による環境保全の仕組みづくり
⼤雪⼭国⽴公園・旭岳エリアを活動の拠点とし、NPO法⼈ねおすの東川⽀店として
2001年に設⽴。法⼈解散に伴い、2015年にNPO法⼈⼤雪⼭⾃然学校として独⽴。
⼦供から⼤⼈までの幅広い層を対象に、環境保全と⼈材育成に関する事業を⾏い、
⾝近なところからの実践活動や⼈と⾃然の豊かな出会いをつくり、⼤雪⼭周辺の⾃然
環境の保全・再⽣するとともに、持続可能なまちづくりの実現に寄与することを⽬的とし
ている。

伴⾛・評価対象団体︓NPO法⼈⼤雪⼭⾃然学校
（北海道上川郡東川町︓町内から⼤雪⼭旭岳の頂きをのぞむ）

旭岳とは︖
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旭岳DEケースストーリーの位置づけ
DE ケースストーリー とは︖

発展的評価
(Developmental 
Evaluation: DE)。
CSOネットワークでは、DEの
考案者であるマイケル・クィ
ン・パットン⽒を総括アドバイ
ザー、ケイト・マッケグ⽒をト
レーナーとして、DEのアプ
ローチによる「伴⾛評価エキ
スパート育成のための研修
事業」を、2017-18年度の
２年間実施した。

「伴⾛評価エキスパー
ト育成のための研修事
業」の⼀環で、１年⽬
（2017年度）は研
修参加者がそれぞれ
伴⾛・評価するケース
（事例）づくりを、２
年⽬は参加者のケー
スづくりに加え、事業全
体として２件のケース
づくりを試みた。
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旭岳DEケースストーリーの位置づけ
パート1
（2017年8⽉

〜2018年3⽉）

2017年1⽉より、Panasonic NPOサポートファンド組織基盤強化助成プログラム
により、佐藤綾乃（NPO運営サポート・あの屋）が伴⾛⽀援者として関与。2017
年5⽉まで組織診断を実施。 つづいて、「伴⾛評価エキスパート育成のための研修
事業」 参加者として、⼤雪⼭⾃然学校をケース（事例）として取り上げる。

組織診断を経て、共有された課題
「利⽤者による環境保全」の真意が、“⼭の利⽤者・受益者”である、地域の⼈々・企業、関
係者、⼤雪⼭に訪れる⼈々に伝わっていない。団体そのものの認知と、活動に対する幅広い
⽀持・⽀援が得られていない。

広報強化・⽀援者拡⼤のための
ファンドレイジング戦略づくり
についての評価設問作成

関わる⼈が増えないと
“現状維持”できない︕
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旭岳DEケースストーリーの位置づけ
2018年度、事業全体のケース（事例）づくりとして、2017年度の参加者に
よる伴⾛・評価ケースより、２件（⼤雪⼭⾃然学校、しんせい）を取り上げる。
⼤雪⼭⾃然学校の伴⾛・評価のチーム（旭岳DEチーム）の構成員は以下。
中⾕美南⼦＊（-2018.6まで）、 今⽥克司＊、佐藤綾乃#、中⻄希恵＃、
落合千華＃（-2018.6まで）、河合将⽣#（2018.9- より）
＊事業スタッフ
#2017年度研修事業参加者
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（2018年４⽉

〜2019年6⽉）



旭岳DEパート２のプロセス

まず、DEの対象とし
てふさわしいかを検
討するため、評価可
能性チェックを⾏った。
（2018年4⽉）

↓
ふさわしい。ではDE
やっていきましょう。

評価可能性からサクセスイメージまで（１）

チェック項⽬ イエス
外部環境の変化が著しいか √
外部環境に対して団体として適応していく必要性を感じてい
るか。 √

よりよい社会のために「新しい仕組みを⽣み出し、変化を引き
起こすため」実施しているという認識をもっているか。 √

意思決定のために、データ収集・分析・活⽤を⾏っているか。
あるいは活⽤していきたいか。 √

評価を組織・事業運営に活⽤していきたいか。評価を通じて
成し遂げたいことがあるか。 √

発展的評価事例構築のために、団体のリソース（職員の時
間と労⼒、受益者・関係者の調査協⼒、等）を割くことはで
きるか。

√
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旭岳DEパート２のプロセス

ではDEやってい
きましょう。

↓
第1回現地調査
（2018年6⽉
13⽇〜14⽇）
団体の活動と対
象の洗い出しを
⾏なった。

評価可能性からサクセスイメージまで（２）
わかったこと︓
•「利⽤者による環境保全の仕組み」づくりが団体のミッション。⼤雪⼭の「利⽤者」を登⼭者など
直接利⽤者に限定せず、「旭川市と周辺⼋町の住⺠全員」を「利⽤者」と位置付けていることが
ユニークな点。
•団体としての、社会的課題解決のセオリーオブチェンジ（社会的課題解決の道筋の仮説）が
⼗分可視化・共有できておらず、そのため既存の活動とミッションのアラインメントがとれていない。
•団体の既存の活動は、狭義の「利⽤者」を対象にした⾃然体験プログラム（エコツーリズム、姿
⾒池エリアでの環境保全活動とビジターへの啓発など）が多く、地域外からの観光客を対象して
いるものが多い。
•団体のミッションを遂⾏するには、地域内の、⾃然体験プログラムなどを特に体験していない⼈
（登⼭者ではない⼈）をいかに「利⽤者」と意識させ、変化させることが必要。
•団体がターゲットとすべき「利⽤者」を次の３領域に分けて、特に領域１、２の⼈を対象にする
ことを考える材料として、DEが活⽤できないか︖

領域１︓ミッション達成のために本来ターゲットす
べき対象（だが既存の活動はない）
領域２︓現在活動が現在でも⾏われており、今
後拡⼤拡⼤されるべき対象（キトキト、イエティ、
学⽣ボランティア受け⼊れ）
領域３︓主に収益をあげるために、選んで実施す
べき対象（既存の活動はここに集中している）
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旭岳DEパート２のプロセス

↓
第2回現地調査（2018年
8⽉31⽇〜 9⽉1⽇）
「地域の強み」と⼤雪⼭⾃
然学校の役割。この団体が
成功したらのイメージ化。。

評価可能性からサクセスイメージまで（３）
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8/31-9/1 第2回現地調査
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旭岳DEパート２のプロセス
↓

「評価⽬的」︓この評価でなにを知りたいのか︖
「評価設問」︓評価⽬的を果たすために答えが
必要な問いは何か︖
これらを設定するために⾏きつ戻りつ

評価⽬的・評価設問の策定に向けて（１）

今⽥東川町訪問
荒井代表インタビュー、町の⼈の声を拾う

「What 旭岳」（⾃然学校の事業に関連しそうな事
項を共有するメッセンジャースレッド）をスタート
【旭岳情報①】
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旭岳DEパート２のプロセス
評価⽬的・評価設問の策定に向けて（２）

案１︓
評価⽬的︓
地域内の登⼭者・⾃然体験プログラム等既参加者ではな
い⼈々を、いかに「利⽤者」と意識させ、⼤雪⼭⾃然学校
の活動に巻き込むことが出来るかを明らかにする。
評価設問︓
1．彼ら（上記下線の⼈々）にとっての⼤雪⼭⾃然学校
の価値、⽣み出してきた変化は何か。
2．⼤雪⼭⾃然学校の価値、⽣み出してきた変化を、彼
らへ的確に伝えられる⽅法は何か。
3．彼らが⼤雪⼭⾃然学校の価値、⽣み出してきた変化
を理解し、⾏動に移すためには何が必要か。
4．地域外から来るボランティア事業の現状と成果は、どの
ようにまとめることができるか。それをモデルに、いかに域内
（東川、旭川）の⼈を対象とした事業を開発できるか。

9/22時点（案１〜３まで）
評価⽬的
⼤雪⼭⾃然学校が「100年後も変わらない、⼤雪⼭の
ためにできること」を明確にするために、登⼭者・⾃然体験
プログラム等参加者以外を含めた、地域住⺠の広く多様
な層からの⽀持を得られる組織へと成⻑するために、これ
までの活動による効果・効⽤・期待値や、すでに持つ要
素や強みを明らかにする。

評価設問を
● EQ は評価設問（評価者として結果を出さないとい

けないこと）、
● LQは、学びの設問（評価者として分かっておかない

といけないこと））
に整理。

10/5時点で以下のようにまとめ
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旭岳DEパート２のプロセス
評価⽬的・評価設問の策定に向けて（３）

評価⽬的はよくできた︕
しかし、2018年度完了させるには⽬的が⼤きすぎる。。

もっと絞り込むべし︕
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旭岳DEパート２のプロセス
監視員活動を評価対象に

A-ha!モーメント
「そうか、監視員活動から評価しよう︕」

14

なぜか︖
① 設⽴時より⾏われている活動の内、多
様な世代・⽴場・関係機関との関わりがあ
る重要な活動。
② 監視員事業の環境保全活動における
成果のみならず、東川町や周辺地域にとっ
ての「旭岳」の存在の⼤きさや監視員事業
に携わる⼈ひとりひとりの思いは、各事業や
関係者へ波及している。
しかしながら、あまりにもその価値が知られ
ていないのではないか︕︖

※監視員活動とは︖ 東川町⼤雪⼭国⽴公園保護
協会から⾃然保護対策事業を受託し、旭岳エリアにおい
て、旭岳⾃然保護監視員として環境保全活動を実施。



⼈材育成
×

環境保全

観光
×

環境保全

地域づくり
×

環境保全

安全
×

環境保全
監視員活動

監視員活動のステークホルダーマップ
（10/26)
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監視員活動のセオリーオブチェンジ
（11/15ワークショップ）利用者への情

報提供
ネイチャーレ
ター発行等

レクチャー
ビジターセン
ター

散策路が歩
きにくい 散策路整備

利用者が登
山道をはみ
ださない

レンタル長靴
の体制確立

壊れて
いる 直す

休憩できる
場所ができ
る

放置さ
れ、半
分以上
が腐っ
た

不要なものは
撤去

のんびり楽
しむ場所が
できる

そもそ
も説明
が間
違って
いる

不要なものは
撤去

看板が
はげて
いても
直され
ない

情報の更新 マナー違反
が減少する

外国語の指示
標識をつくる

（英語、韓国
語、中国語、
タイ語）

道に迷う外
国人が減る

散策
者・登
山者の
多様化

散策者・登
山者の遭難
が増えた

登山事故件
数の減少

訪れる
人が増
える

ベンチ、
テーブル

自然解説看
板

現場での情報
発信

自然の
大切さ
を理解
して

活動内容

景観が
保全さ
れてい
る

来る人
を育て
る

状況の変化 結果・成果

「⾃然の⼤切さを
理解して訪れる
⼈が増える」が
活動の最終アウト
カム
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旭岳DEパート２のプロセス
監視員活動を評価対象に

評価設問を再設定

評価設問
⼤雪⼭⾃然学校のさまざまな活動のなかで、旭岳⾃然保護監視員
活動にフォーカスし、
1. LQ 監視員活動がもたらした変化にはどのようなものがあるのか
（具体的なアウトプットやアンケート・インタビュー調査から捕捉する）
2. EQ 中間アウトカムとして位置付けられる「来る⼈を育てる」「場所
の問題や特徴を理解して／⾃然の⼤切さを理解して訪れる⼈を増や
す」に、監視員活動はどの程度・いかに貢献しているのか

・EQ は評価設問（評価者として結果を出さないといけないこと）
・LQは、学びの設問（評価者として分かっておかないといけないこと）
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旭岳DEパート２のプロセス
データ収集・分析

• 監視員活動について、「⾃然
保護対策事業委託業務報告
書」などから事実関係の整理
o 旭岳ロープウェイ駅舎にお

けるカウンター業務
o ⻑靴利⽤者の推移
o 携帯トイレ購⼊者の推

移
o 旭岳協⼒⾦の推移

• ネイチャーレターやSNS・ブログ
から情報発信の実績を検証

（以上については⽂末「参考
２︓監視員活動のアウトプット」
参照）

2018年12⽉〜 2019年1⽉
• 現職及び元監視員のリストアップ、インタビュー対象者の

選定
• 現職及び元監視員を対象にした「旭岳⾃然保護監視

員活動に関するヒアリング」の協⼒依頼とアンケート項⽬
の検討

• 現職及び元監視員を対象にアンケートを実施
（googleフォーム・URLを配信︓対象は61⼈で、回
答は31⼈。）

• 現職及び元監視員を対象にインタビューを実施（合計
13⼈）
o 12⽉に個別インタビュー開始
o ⾃然学校へのチーム訪問（12⽉、第3回）の際、

ミーティングに加え、個別インタビュー。
o １⽉になってからのフォローアップインタビュー。

（以上については⽂末「参考３︓監視員活動のアンケー
ト・インタビュー結果」参照）
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旭岳DEパート２のプロセス
評価まとめ・報告

2019年2⽉4⽇の⼤雪⼭⾃然学校理事会で報告
「監視員活動をサステイナブルなも
のにするために」理事会への提⾔
• 対外的に伝えていくべきこと
• 関係諸機関への提案
• データ収集、継続的評価の⽅

策の提案
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おわりにと今後
• 以上で旭岳DEケースストーリーパート２は終了となったが、設定した評価

⽬的は⼤きいもので、そのための評価活動はまだ始まったばかり。
• 成果物「評価レポート」を理事会として活⽤し、監視員活動の価値の普及

を進めていってもらいたい。
• 理事会に提案した評価活動の継続も検討してほしい。
• ⼤雪⼭⾃然学校とは、評価活動の継続に関し、今後も協議していく予定。

今回、私たちの伴⾛・評価活動を快く受け⼊れてくださった⼤雪⼭⾃然学校
の理事・スタッフの⽅々、特に代表理事の荒井⼀洋さん、理事・スタッフの⽊
村恵⺒さん、⼩沼秀樹さんに深くお礼を申し上げたい。

旭岳DEチーム⼀同
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【参考１】成果物︓評価レポート
（ページ１）

旭岳⾃然保護
監視員活動に
注⽬︕

評価チームが
監視員活動に
着⽬した経緯。
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【参考１】成果物︓評価レポート
（ページ２）

⻑靴レンタル、携帯
トイレ販売、協⼒⾦
の推移や、その効果
について分析。

近年の外的状
況の変化に注
⽬
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【参考１】成果物︓評価レポート
（ページ３）

監視員⾃⾝の
意識やライフス
タイルの変化に
ついて

監視員活動の
アウトカムとは︖
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【参考１】成果物︓評価レポート
（ページ４）

監視員活動に
関する提案などの
まとめ

最終アウトカムの
共有
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【参考２】監視員活動のアウトプット（１）

⻑靴利⽤者

2018 貸出件数は4,423件、総額は約1,326,900円。
2017貸出件数は6,018件、総額は約1,805,500円。
2016貸出件数は4,082件、総額は約1,224,600円。
2015 利⽤料⾦を200円から300円に変更。
貸出件数は5,214件、総額は約1,564,200円。

☆６⽉と10⽉が繁忙期（利⽤者が最も多い）
・収⼊額も⼤きい。
・7⽉前半の利⽤と9⽉後半の利⽤が多くなると、
全体の利⽤数や収⼊も増加する。

☆その年の降雪量によってレンタル代は上下する。

レンタル⻑靴代 （円）
2016年 2017年 2018年

6⽉前半 338,400 263,700 411,600
6⽉後半 265,800 545,400 479,100
7⽉前半 49,200 208,200 118,500
7⽉後半 46,500 46,500 38,100
8⽉前半 16,200 22,800 38,100
8⽉後半 34,500 30,900 47,100
9⽉前半 38,400 25,800 4,800
9⽉後半 62,700 102,300 34,500

10⽉前半 252,300 389,100 37,800
10⽉後半 120,600 170,800 117,300

計 1,224,600 1,805,500 1,326,900

出典︓⾃然保護対策事業委託業務報告書
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携帯トイレ購⼊者
● 2018年︓販売総額は2017年度に⽐べ約2倍、それ以前の約４倍。
● 2017年︓レクチャーや巡回中に、排泄に関するマナーと携帯トイレ使⽤の案内を⾏いその普及に努めた。

また、⼭のトイレを考える会」と連携し、新たな啓発看板の掲⽰やレクチャーに携帯トイレ関する内容を盛込み普及に努めた。
● 2016年︓販売総額は約55,000円。旭岳ロープウェイ姿⾒駅舎内案内カウンターにおける販売＋旭岳ロープウェイ姿⾒駅舎内

売店における販売。レクチャーや巡回中に、排泄に関するマナーと携帯トイレ使⽤の案内を⾏いその普及に努めた。
● 2015年︓販売総額は約50,000円であった。

販売数 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

個数 売上
個
数 売上 個数 売上 個数 売上 個数 売上 個数 売上

5月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月 2 1,000 0 0 1 500 3 1,500 0 0 9 4500
7月 24 12,000 27 13,500 19 9,500 47 23,500 97 48,500 171 85,500

8月 6 3,000 18 9,000 39 19,500 23 11,500 69 34,500 200 100,500
9月 23 11,500 23 11,500 41 20,500 37 18,500 60 30,000 100 50,000
10月 6 3,000 2 1,000 0 0 0 0 5 2,500 11 5,500
計 61 30,500 70 35,000 100 50,000 110 55,000 231 115,500 491 245,500

出典︓⾃然保護対策事業委託業務報告書

×2（倍増） ×2（倍増）

【参考２】監視員活動のアウトプット（２）
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旭岳協⼒⾦

旭岳ロープウェイ姿⾒駅舎内に協⼒⾦箱を設置し管理、⾦額の集計を⾏っている。
※2013年度から2015年度は⽉ごとの集計。2016年度以降は半⽉ごとの集計。

旭岳協力金
（円）

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
6月前半 34,588 23,173 15,572
6月後半 215,717 211,836 148,001 67,658 70,415 81,517
7月前半 115,874 168,533 106,044
7月後半 391,486 227,598 253,002 122,389 163,255 134,956
8月前半 132,718 172,847 96,225
8月後半 383,947 351,838 188,623 71,547 102,421 87,539
9月前半 82,591 97,501 39,078
9月後半 416,541 439,508 285,511 156,972 237,250 163,612
10月前半 74,596 118,886 95,072
10月後半 297,717 179,425 107,362 18,367 46,543 58,391

計 1,705,408 1,610,205 982,499 877,300 1,200,824 878,006

●2013年度に比べて、2018年
度は約半減。2017年度に増
加があるが、減少傾向。
●7⽉と9⽉に協⼒⾦が⾼い。

出典︓⾃然保護対策事業委託業務報告書

【参考２】監視員活動のアウトプット（３）
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情報発信について

＜ネイチャーレター＞
発⾏回数 週１回「旭岳・天⼈峡ネイチャーレター」☆回数や期間は変化なし。多⾔語対応を推進。

2018年度︓【発⾏回数＝２０回】【発⾏期間＝６⽉８⽇〜１０⽉２６⽇】
2017年度︓【発⾏回数＝２１回】【発⾏期間＝６⽉６⽇〜１０⽉２４⽇】
※英語版の作成や、インターネット上での配信も7年⽬。韓国語版、中国語、タイ語、台湾語版、ロシア語版にインドネシ
ア語版も加え作成。
2016年度︓【発⾏回数＝２１回】【発⾏期間＝６⽉７⽇〜１０⽉２５⽇】
※英語版の作成や、インターネット上での配信も６年⽬。韓国語版、中国語、タイ語、台湾語版に加えロシア語も作成。
2015年度︓【発⾏回数＝２２回】【発⾏期間＝６⽉２⽇〜１０⽉２７⽇】
※英語版の作成や、インターネット上での配信も５年⽬。韓国語版、中国語、タイ語、台湾語版を作成した。

＜SNSやブログ＞ URL   http://blog.goo.ne.jp/2291yamaiku ※閲覧数の記載はなし
☆期間に１週間前後の違い。回数は期間と関係あり。

2018年度︓【ブログ更新回数＝１５３回】【ブログ更新期間＝６⽉１⽇〜１０⽉３１⽇】
⼤雪⼭⾃然学校のブログで毎⽇の天候・気温や⾼⼭植物の⾒頃情報など、利⽤者が楽しめる写真や訪れる際の判断
基準となる情報を発信。旭岳ビジターセンターのサイトや、バスやロープウェイに関するリンクを貼り、より利⽤者が活⽤しやす
いようにした。加えて今年度からFacebookのページを作り、より広い情報発信をめざした。
2017年度︓【更新回数＝１６２回】【 更新期間＝６⽉１⽇〜１０⽉３１⽇】
2016年度︓【更新回数＝１５８回】【更新期間＝５⽉２８⽇〜１０⽉３１⽇】
2015年度︓【更新回数＝１７１回】【更新期間＝５⽉２３⽇〜１０⽉３１⽇】

出典︓⾃然保護対策事業委託業務報告書

【参考２】監視員活動のアウトプット（４）
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今回実施した⼤雪⼭⾃然学校監視員経験者（⼀部スタッフ経験者も含む）で特筆すべき点としては、
１）「監視員活動の貢献」では、[清掃活動]に回答者が30⼈中25⼈が最⾼点をつけた。以下、
[登⼭者・散策者へのマナー普及]16／[登⼭道・散策路の整備]15／[登⼭者・散策者の安全確保]14／[植⽣の保護
（盗掘の防⽌、外来種の防除含む）]13

２）環境の変化に影響のあった監視員の具体的な活動では、[レンタル⻑靴] 、[駅舎でのカウンター業務]、[ロープ張
り]、[巡回]が最⾼点の回答者が多い（13-16名）。[ネイチャーレターの発⾏] 、[ブログ・SNSでの発信] 、[協⼒⾦の呼
びかけ] 、[ボランティア・インターンの受⼊]  （6-9名）にはそれほど多くの最⾼点が集まらなかった。

→情報発信は監視員活動の特徴を最⼤限⽣かしているもの。（ただし、活かしきれていない）
→今までのやり⽅を変えないといけないと感じている（外国⼈）

３）監視員活動による効果では、[旭岳の⾃然環境に関する情報の蓄積]（18）、[ボランティア・インターン活動の機
会提供]（17）が最⾼点が多く、その他（[登⼭道整備に関する技術の向上] 、[来訪者（観光客）の意識の向上] 、
[雇⽤機会の提供] 、[来訪者（観光客）の増加] などは、実感値が低いせいか、最⾼点の⼈はさほど多くなかった。

４）監視員活動による⼤雪⼭を取り巻く環境の変化への貢献では、[⼤雪⼭の環境保全]  (20)の最⾼点数が他の２
倍で圧倒的に多い。

【参考３】監視員活動のアンケート・インタビュー結果（１）
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５）回答者（監視員経験者）⾃⾝の変化に関しては、最⾼点５点の平均点で、
[⼤雪⼭がより好きになった]     4.72
[動植物や昆⾍についての知識が増えた] 4.66
[⾃然を⼤切にする気持ちが強くなった] 4.48

が平均点が⾼かった。監視員に関する他の質問項⽬に対するものも含め、以下のようなコメントが⾒られる。これらの意
識をベースに、監視員経験者のネットワークを強化することを検討できるか。

[雇⽤機会の提供]
〇東川に移住するきっかけ。期間雇⽤だからこそたくさんの⼈にかかわってもらえる。

[スタッフのキャリアステップの提供] 
△冬期間があるのでキャリアステップは思うようには進まない。
△⼈材が定着しないため、レベルの⾼い業務ができず、キャリアステップに繋がる余裕もない。

[（監視員経験者）⾃⾝の変化] 
〇毎年変わる環境に対する活動（だという意識が⽣まれた）
〇失われていくもの、⾃然のサイクル、ちょっとしたことでなくなる⾃然を感じた。
〇適切な利⽤と保全がどういうものかを考え、それに必要なものと、不⾜しているものが⾒えるようになった。

〇思考が変わった「⾃然と共⽣するという基礎」

【参考３】監視員活動のアンケート・インタビュー結果（２）
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旭岳⾃然保護監視員ってどんな⼈︖
（インタビュー回答より抜粋して作成）

現場の⽣きた情報を得、ダイレクトに体感したことを伝える⼈
⾼野克也さん（札幌まるやま⾃然学校プログラムディレクター）
活動時期︓2009年5⽉〜2011年11⽉
〇⾼野さんにとっての監視員活動
活動する中で失われていくもの、⾃然のサイクル、ちょっとしたことでなくなる⾃然を感じることができた活動。現場リ
アルを伝えることができるのは監視員しかいない。監視員活動で得た感覚やスキル、事業運営のノウハウは、確
実に今の仕事につながっている。

“適切な”利⽤と保全がどういうものか、それに必要なもの/不
⾜しているものを考える⼈
藤このみさん
活動時期︓2011年5⽉〜2018年11⽉（現在まで）
〇藤さんにとっての監視員活動
監視員は、⼤雪⼭⾃然学校を「広げる役割」がある。登⼭道整備などの専⾨性を⾼め、北海道や環境省な

どと関係性を深めて、監視員活動の幅を広げている。⼈員が安定しないといった課題はあるが、個々のやりたいこ
とを伸ばす⼟壌になっている。

【参考３】監視員活動のアンケート・インタビュー結果（３）
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旭岳⾃然保護監視員ってどんな⼈︖
（インタビュー回答より抜粋して作成）

そこにいることで、利⽤者の「⼤切な場所」という気持ちを⾼め
る⼈
⾼橋可翔さん（東川エコツーリズム推進協議会職員）
活動時期︓2016年5⽉〜2017年11⽉
〇⾼橋さんにとっての監視員活動
⼭などは好きだったが、特に植物に詳しいわけではない⾃分の⼈⽣が変わった。⾼⼭植物の勉強や登⼭道を歩
くことを仕事にできるのは幸せだったし、他のガイドや⾏政の⼈たちとつながりができ、次のステップにつながる場所。

⼭が⼤好きで、それぞれ個々の能⼒を最⼤限に伸ばし、楽しく
働いている⼈
⼭⼝ちえさん（東川町海外誘客推進本部コーディネーター）
活動時期︓2006年8⽉~2013年4⽉
〇⼭⼝さんにとっての監視員活動
⾃然を“守る”“保護する”ではなく、「⾃然と共⽣するという基礎」を感じられる活動。旬の情報を発信するネイ

チャーレターや監視員活動⽇誌、定点観察など豊富な情報と個々に蓄積した経験を活かし、やりたいこと＝活
動に。

【参考３】監視員活動のアンケート・インタビュー結果（４）
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【参考４】DEパート２活動記録（時系列­１）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動
2018年
4⽉27⽇

【１.評価可能性の確認】
●⾃然学校へのヒアリングの実施

⾃然学校メンバー、
中⾕、佐藤 ○

5⽉25⽇ ●評価事例チーム合同ミーティング 評価事例チーム ○
合同

5⽉末
〜6⽉1⽇

【２.評価可能性からサクセスイメージまで】
●評価の枠組み案の策定、各⾃の作業と旭岳チームミーティング、視
点と関係者、領域、内容）の作成

今⽥、中⾕、佐藤、
中⻄、落合 ○

6⽉13⽇

●評価の枠組みの特定に向けた団体との調整
・ ⾃然学校へのチーム訪問（第1回）とワークショップ（参加者︓
事務局、キトキト事業、監視員事業）の実施
・ 各事業の内容把握（対象者、関係者、競合、⼈員、予算）、
個⼈的な所感の共有、イノベーションを⽀える仕組みの検討、監視員
メンバーからのヒアリング、振り返りと今後のアイデア（事業の軸の整
理）

⾃然学校メンバー、
今⽥、中⾕、佐藤、
落合

○

●略称⼀覧︓⾃然学校（⼤雪⼭⾃然学校）、中⾕（中⾕美南⼦）、今⽥（今⽥克司）、佐藤（佐藤綾乃）、中⻄
（中⻄希恵）、落合（落合千華）、河合（河合将⽣）

●旭岳評価チーム編成︓中⾕（-2018.6まで）、今⽥、佐藤、中⻄、落合（-2018.6まで）、河合（2018.9- より）
⾃然学校側対応メンバー︓荒井⼀洋（代表理事）、⽊村恵⺒（理事・スタッフ）、⼩沼秀樹（理事・スタッフ）、その他
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【参考４】 DEパート２活動記録（時系列­２）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動
6⽉13⽇

以降 ●訪問＆ワークショップのレポート作成 今⽥、中⾕、佐藤、
中⻄、落合 ○

7⽉ ※第2回訪問を予定していたが⾃然学校側の都合で、延期

8⽉31⽇
〜9⽉1⽇

●⾃然学校へのチーム訪問（第2回）とグループインタビューの実施
・新しいシステムマップ、利⽤者（象限１︓地域内で⾃然体験あ
り）の聞き取りについて
・グループインタビュー／インタビュー／アンケート項⽬の確認作業
・グループインタビューの実施（⼤雪⼭⾃然学校のあるべき姿、成果、
課題等）

⾃然学校メンバー、
今⽥、佐藤、中⻄ ○

9⽉4⽇〜
10⽇

【３.評価⽬的・評価設問の策定に向けて】
●今⽥東川町訪問
・荒井代表インタビュー・町の⼈の声を拾う

⾃然学校メンバー、
今⽥ ○ ○

9⽉14⽇

●旭岳チームミーティング 「⾃然学校の新機軸」「利⽤者の再定義
（⼭の恵みを受けている全員）」について意⾒交換、「Whatの整
理」
・「What 旭岳」（⾃然学校の事業に関連しそうな事項を共有する
メッセンジャースレッド）をスタート

今⽥、佐藤、中⻄、
河合
（※以降、旭岳
チーム）

○

9⽉後半 ●評価⽬的・評価設問の策定
・9/19版、22版、28版として案1〜案3を作成。 旭岳チーム ○ ○

9⽉23⽇ ●評価⽬的・評価設問について、9/22版を提案。意⾒徴収 ⾃然学校メンバー、
理事、佐藤 ○
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【参考４】 DEパート２活動記録（時系列­３）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動

9⽉25⽇ ●評価事例チーム合同ミーティング「進捗共有」 評価事例チーム ○
合同

10⽉5⽇

●評価⽬的・評価設問の策定
・10/5版を作成。評価⽬的を以下とし、評価設問を「評価設問」と
「学びの設問」に分類。
⼤雪⼭⾃然学校が「100年後も変わらない、⼤雪⼭のためにできるこ
と」を明確にするために、登⼭者・⾃然体験プログラム等参加者以外
を含めた、地域住⺠の広く多様な層からの⽀持を得られる組織へと成
⻑するために、これまでの活動による効果・効⽤・期待値や、すでに持
つ要素や強みを明らかにする。

旭岳チーム ○

10⽉8⽇
●旭岳チームミーティング 「評価⽬的と評価設問」案に対する⾃然
学校からのフィードバックを受けて再検討、収集すべき基礎データにつ
いて⾃然学校からのリクエストなど

⾃然学校メンバー、
佐藤、河合 ○

10⽉11⽇
〜15⽇

●今⽥東川町滞在
・ ひがしがわ株主総会への参加
・ 関係者へのインタビューなど

今⽥ ○

10⽉15⽇

【４.監視員活動を評価対象に】
●旭岳チームミーティング 「今⽥東川町滞在時の共有」「次年度に
ついて」「8⽉訪問時のインタビュー結果のまとめと⾃然学校メンバーへ
のフィードバック」「評価設問の絞り込み」※監視員活動に評価設問を
絞り込む⽅向に「絞り込みを踏まえた評価計画の策定」「データ収集と
スケジュール」「アンケートとインタビューの実施」「役割分担」

旭岳チーム ○

35



【参考４】 DEパート２活動記録（時系列­４）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動

10⽉25⽇ ●DE2期⽣研修でのケイトとのセッション ※旭岳チームの実践事例
報告とケイトからのコメントを得る 旭岳チーム ○

10⽉26⽇ ●⾃然学校メンバーと、評価対象（監視員活動）の確認。現在の
監視員事業に関する関係者マップづくりワークの実施。

⾃然学校メンバー、
佐藤 ○

10⽉末 ●10/25ケイトとのセッションをもとに、評価⽬的・評価設問の再修正、
最終版の確定 旭岳チーム ○

11⽉15⽇
〜16⽇

●⾃然学校への訪問
・ 監視員活動のセオリーオブチェンジWSの実施、セオリーオブチェンジ
の作成
・ ⾃然学校理事との話し合い「理事の所属や活動、⾃然学校との
関わり」「DE評価の経過報告と成果物への期待」

⾃然学校メンバー、
理事、今⽥、佐藤 ○

11⽉16⽇ ●旭岳チームミーティング 旭岳チーム ○

12⽉ 【５.データ収集・分析】
●現職及び元監視員のリストアップ、インタビュー対象者の選定 ⾃然学校メンバー ○

12⽉11⽇ ●⾃然学校メンバーとのミーティング ⾃然学校メンバー、
今⽥、佐藤 ○

12⽉18⽇
●データ収集
・ 旭岳チームミーティング「⾃然学校の現状共有」「11/15WS等の
報告」「12/22〜23の訪問の計画（インタビュー＆アンケート分析、
⾃然学校とのミーティング）」「成果物について」

旭岳チーム ○
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【参考４】 DEパート２活動記録（時系列­５）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動

12⽉18⽇ ●現職及び元監視員を対象にした「旭岳⾃然保護監視員活動に
関するヒアリング」の協⼒依頼とアンケート項⽬の検討 旭岳チーム ○

12⽉〜
2019年1

⽉
●現職及び元監視員を対象にアンケートを実施（googleフォーム・
URLを配信︓対象61⼈）

⾃然学校メンバー、
旭岳チーム ○

同上 ●現職及び元監視員を対象にインタビューを実施 ⾃然学校メンバー、
旭岳チーム ○

12⽉22⽇
〜23⽇

●⾃然学校へのチーム訪問（第3回）とインタビュー、ミーティングの
実施

⾃然学校メンバー、
旭岳チーム ○

同上 ●データ分析と結果の導出
⾃然学校メンバーと成果物アウトラインや概要のディスカッション

⾃然学校メンバー、
旭岳チーム ○

2019年1
⽉

【６.評価まとめ・報告】
●アンケート・インタビュー結果まとめ 旭岳チーム ○

同上 ●基礎データ集め＆整理、監視員事業アウトプット整理、理事会向
け報告書作成 旭岳チーム ○

1⽉18⽇ ●旭岳チームミーティング 旭岳チーム ○

2⽉4⽇ ●⾃然学校へのチーム訪問（第4回）と評価の報告
⼤雪⼭⾃然学校・理事会での報告と意⾒交換

⾃然学校メンバー、
旭岳チーム ○

2⽉7⽇ ●旭岳チームミーティング「理事会向け資料のブラッシュアップ」「外向
け評価レポート」「旭岳DEケースストーリーパート２」作成について 旭岳チーム ○
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【参考４】 DEパート２活動記録（時系列­６）

⽇程 活動内容 参加者
⾃然学
校との活

動

旭岳チー
ム内の活

動

2⽉〜6⽉ ●評価結果の活⽤
外部向け「評価レポート」の作成 今⽥、佐藤 ○

2⽉〜6⽉ ●インタビュー結果まとめなど、資料のブラッシュアップ、旭岳DEケース
ストーリーパート２作成 旭岳チーム ○

3⽉8⽇ ●DE2期⽣研修でのDE実践事例報告 今⽥、佐藤、河合 ○

6⽉4⽇ ●⾃然学校理事会「DE経過報告と外向け評価レポートについての
意⾒交換、監視員事業のセオリーオブチェンジについて」

⾃然学校メンバー、
理事、佐藤 ○

6⽉
●成果物仕上げ
・ 「評価レポート」
・ 「旭岳DEケースストーリーパート2」

旭岳チーム ○
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事業名︓ 「伴⾛評価エキスパート育成のための研修事業」

実施団体︓ ⼀般財団法⼈CSOネットワーク
〒169-0051
新宿区⻄早稲⽥2-3-18
アバコビル５階
Tel: 03-3202-8188
Fax: 03-6233-9560
www.csonj.org

助成︓ ⽇本財団

協⼒団体︓ ⽇本ファンドレイジング協会、⽇本NPOセンター
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